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はじめに
茨木市教育委員会

教育長　岡田　祐一
　第５次プランでは、「これからの社会を生きる力を育む」「ともに学びともに育つ教育を進める」「いじめ不登
校対策の充実」「確かな言語力の育成」の４つを最重点の取組みとしている。

（これからの社会を生きる）
　子どもたちが生きていくこれからの社会は、地球温暖化などの環境の変化、ＡＩ（人工知能)の普及、急速な
グローバル化など変化が激しく予測困難な社会といわれている。まさに令和２年春、新型コロナウイルスの拡
大による休校措置や学校再開への対応など、私たちは、これまで経験したことのない状況に対応することを迫ら
れた。このような時には、新たなことを創造する、他者と協同して取り組む、困難にくじけず乗り越えるなど、テス
トで測ることが出来ない力（非認知能力）が必要とされる。子どもたちは、これから先、多くの経験したことのな
い状況に対応することになるであろう。そのために、本プランでは、非認知能力（茨木っ子力）の育成を重点の一
つとしている。
　また、いまの子どもたちの生活は、インターネットやスマートフォンを切り離して考えることができない。たとえ、
今持っていなくても、ほとんどの子どもがいずれ所有することになる。ネットやスマホが子どもたちに与える影響
（いい面と課題の両方）は、本当に大きなものとなっている。そのような状況の中では、所持や使用を規則で制
限する(他律する)ことよりも、子どもたち自らが適切な付き合い方を考える(自律する)ことの方が重要である。本
プランでは、児童会生徒会の子どもたちを中心に、自分たちでネットやスマホ問題について考え行動する取組み
や、市ＰＴＡと連携した取組みを行う。学校や家庭が連携し、子どもたち一人ひとりにネットやスマホとの付き合
い方を自律できる力を育てたいと考えている。

（ともに学びともに育つ教育）
　本プランでは、発達や愛着等に課題のある子どもたちへの取組みに重点をおく。本市では、支援学級や通級
指導教室に在籍する児童生徒が増加するとともに、通常の学級でも発達や愛着等に課題のある子どもたちが
増えている。支援学級への介助員や医療介助員の配置に加え、従来の支援員・サポーターを統合したスクール
サポーターを新設拡充し、通常の学級でのきめの細やかな支援を行う。さらに、教職員一人ひとりが、子どもたち
の特性や課題に対する理解を深め、支援教育の観点をすべての教育活動の基盤とすることを目指す。それによ
り、一人ひとりの子どもたちの学力保障や子どもどうしがつながる集団づくりを進めていきたいと考えている。

（いじめ不登校対策の充実）
　いじめについては、いじめで苦しむ子どもを見逃さないことが何より重要である。そのためには、教職員一人
ひとりが、子どもたちのサインに気づき、早期に対応する取組みを充実させていく。本市の不登校・長期欠席の
児童生徒は、全国平均よりやや下回るものの、ここ数年大きく増加している。子どもたちが学校に登校できるよ
う支援をしていくことに加え、様々な機関と連携し子どもの居場所づくりを進めることも重要であると考えてい
る。そして、すべての子どもたちにとって学校が安心して過ごせる居場所となることを目指し、いじめ・不登校を生
まない学校づくりを進めたいと考えている。
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（確かな言語力の育成）
　本市の全国学力・学習状況調査の結果については、小中学校とも算数・数学に比べ、国語に課題が見られた。
また、2019年12月に発表された国際学力調査（PISA調査）の結果でも、日本の15歳の読解力が低下したと
指摘されている。本プランでは、リーディングスキルテストの活用をはじめとする言語力向上プロジェクトと外国
語教育推進プロジェクトの両面から、子どもたちに確かな言語力を育む取組みを推進したいと考えている。

　本編で述べているが、不登校の増加とスマホの普及は関連していると思われる。また、発達や愛着等に課題
のある子どもたちが、学校に行きづらくなったり、いじめの加害者や被害者になったりするケースもみられる。そ
のように４つの最重点の取組みは、それぞれがバラバラなものではない。
　非認知能力育成のために取り組む、「茨木っ子キャリアパスポート」や「いま未来手帳」は、子どもたちが自
分自身の体験を振り返ることに加え、教員や保護者、地域の方々など周りの大人からコメントをもらうことで対
話的にかかわる（つながる）ツールである。
　子どもたちが、ネットやスマホに依存してしまうのは、その世界がリアルな体験よりも面白いからである。ある
いは、リアルな生活のしんどさから、そこに逃げていることも考えられる。ネットやスマホ対策の目指すところは、
リアルな体験を豊かにすること、つまり子どもどうしや大人との関わり（つながり）を充実させていくことである。
　さらに、不登校やいじめを生まない居場所づくりについても、物理的な居場所を意味するのではなく、子ども
どうしや大人との良好な関係（つながり）を作っていくことである。
　そして、言語力の育成についても、言うまでもなく言語は、人と対話する（つながる）ためのものである。
　このように本プランは、人と人の対話的なかかわり（つながり）を軸としている。
　いままでのプランは３年計画であったが、今回は５年計画とした。しっかり時間をかけて「つながり」を積み重
ねたいという思いからである。そのことは、すべての子どもたちの学力向上、そして、社会で自立し生きていく力
となると信じている。

　本プランは、市教委が、今後５年間の本市学校教育の方向性を小中学校に示す長期的な指導事項としての側
面と、市教委が予算を使って実施する事業の集合体を示したものとしての側面を有している。各校では、本プラ
ンに込めた思いを共有しながら、市教委が行う事業を有効に活用することで、学校教育の充実につなげていた
だきたい。
　小中学校と市教委が一体となって、「一人も見捨てへん教育」の実現を目指していきたいと思う。

－ 3 －



第5次プランのスタートにあたって　　　　　　　　　　　　　
大阪大学大学院人間科学研究科　

志水　宏吉　

　「茨木っ子プラン　ネクスト5.0」というタイトルの第5次プランが、こうした形で世に出たことをまずは喜びた
いと思います。岡田教育長をはじめとする茨木市教育委員会の皆さん、すばらしいお仕事です。そもそも茨木っ
子プランは平成20年（2008年）に「学力向上プラン」として立ち上がったのですが、この「ネクスト5.0」は、
もはやその域をはるかに超えた「総合教育サポートプラン」の観を呈しています。3年ではなく、5年ものと
なっていることも、それを物語るものです。
　このプランのサブタイトル「一人も見捨てへん教育」は、平成26年（2014年）に茨木市教育委員会と私の
コラボによって出版した本（『「一人も見捨てへん」教育』東洋館出版社」）から採られたものです。「一人も見
捨てへん」という関西弁は、「決して誰も切り捨てない」という関西の小・中学校教員の「決意」、「職業倫理」
を示す言葉です。それがこうしたプランのタイトルに据えられているのは本当に素晴らしいことです。教育委員
会の強い意思がそこに感じられます。
　ただし、この段階で私は、あえて一つの危惧を指摘しておきたいと思います。それは、子どもたちの教育のあ
り方をシステマティックに整えようとすればするほど、その中身が形式化・形骸化しやすいということです。い
ろいろなものを周到に取り込もうとすればするほど、施策が総花的なものになり、「一人も見捨てない」という
最も大切な精神が忘れ去られがちになってしまう危険性もあると感じるのです。
　当初の茨木っ子プランのフォーカスは明確なものでした。「学力低位層を減らす」こと。施策の焦点・対象は
明確であり、現場の力は結集され、10頁に示されているような顕著な結果が数値データにも表れてきました。
しかしながら、今日の社会情勢や子どもたちが育つ生活環境のありようと考えると、かつてのようなシャープ
なアプローチがそのまま結果に結びつくと期待するのは、少し難しいかもしれません。総合的なアプローチを
施さなければ、学力の問題のみならず、不登校やいじめといった諸課題に対応することはできないのも事実
です。ただ、私はそのことが、根本の精神を忘れることにつながってはいけないと強く思うのです。
　茨木の子どもたちの教育に携わるすべての皆さんにお願いしたいのは、一人ひとりの子ども、とりわけしん
どい立場・状況に置かれている子どもたちへの温かなまなざしと丁寧なかかわりを決して忘れないでいただ
きたいということです。市町村レベルでこれだけ精緻に体系化されたプランをもつ自治体は、それほど多くあ
りません。この優れたプランを「絵に描いた餅」としないよう、関係者一人ひとりの自覚が強く求められている
ように思います。
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SDGsと一人も見捨てへん教育

持続可能な開発目標（SDGs）は、誰一人取り残さない（leave no one behind）ことを誓っている。
そして、SDGsが定めている１７の国際目標の中の１つ、教育の目標は、「質の高い教育をみんなに」である。
これは、本市が掲げている「一人も見捨てへん教育」と大きく重なっている。

本市の小中学校には、様々な子どもたちが通っている。
コツコツ努力できる子。すぐあきらめてしまう子。
勉強が好きな子。嫌いな子。
運動が得意な子。苦手な子。
友だちとすぐに仲良くなれる子。なかなか友だちを作れない子。
こだわりの強い子。落ち着きがない子。パニックになってしまう子。
家庭で安心して過ごせる子。家庭の中でも安心できない子。
「みんな」とは、そういった子どもたちである。

登校してきた時にイライラしていた子どもは、もしかしたら家庭で何かあったのかもしれない。
宿題を忘れた子どもは、やる気はあってもやり方が分からなかったのかもしれない。
教室を飛び出した子どもは、教室の環境に混乱して苦しくなったのかもしれない。
友だちに手を出してしまった子どもは、自分のこだわりを邪魔されたのかもしれない。
子どもたちの表面的な言動のみを指導するのではなく、子どもたちの言動の背景や要因を理解して、あるいは
思いを馳せ、関わり、支援し、指導する。
「質の高い教育」を「みんな」に行うとはそういったことだと思う。

しかし、それらは簡単なことではない。
子どもの言動によって心が動揺させられることもある。時には、腹立たしくさえ感じる時もある。
他の子どもたちに迷惑をかけてしまうこともある。
また、わがままを許すと周りの子どもたちに影響するとも考えてしまう。

しかし、私たちは、子どもに関わる専門職である。
子ども理解に基づいた教育に粘り強く取り組みたい。
そのことが、本市が大切にしている「一人も見捨てへん教育」だと考えている。

（加）
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これからの時代に必要不可欠な「茨木っ子力」

　私たちは、古くからテストで数値化できる力（認知能力）だけでなく、非認知能力が大切であることは
感じ取っていた。だから、これまでも家庭や幼稚園・保育所、学校、地域などで大人は子どもにそのこと
を伝えてきたはずである。
　しかしながら、いつしか非認知能力は、ぼんやりとした感覚的なものとなってしまい、はっきりとした
テストの点数の方が重視されるようになってしまった。ところが、時代は超加速度的に変化し、必ず見つ
かる正解ではなく、修正しながら見出していく最適解こそが求められ始めている。現在の新型コロナ問
題は、まさにこのことを象徴しているかのようである。
　それでは、修正しながら最適解を見出していくためには、何が必要なのだろうか？　「茨木っ子力」
が掲げるように、未来へ向かって努力を惜しまず、自分と向き合いながら自分を高め続け、他者への思
いやりを持って他者とつながり、興味関心を広げながら意欲的に学んでいかなければ、修正することも
最適解を見出していくことも不可能だといえるだろう。
　非認知能力は、点数化できず見えない力ゆえに、敢えてはっきり意識することは難しい。それでいて、
これからの時代にますます必要不可欠な力となってきた。そのような中、茨木市では10年以上も前から
非認知能力を「学力の樹」へ位置付けることで、言語化し、明確に意識化してきたのである。言語化す
れば個 人々が意識し、他者とも共有できる。第1次茨木っ子プランから蓄積してきたこの成果を、ネクス
ト5.0によって大いに結実させられる…そんな期待を抱かずにはいられない。

岡山大学　　
　中山　芳一
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